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１ 単元名 電気と私たちのくらし（本時１４／１４） 

 

２ 本時の目標  

  【教科等】 

  ・身の回りには、電気のはたらきを目的に合わせて制御したり、電気を効率的に利用したりしてい

るものがあることを捉え、電気の効率的な使い方について日常生活に活用しようとする。 

 

  【プログラミング】 

  ・照明の点灯・消灯を制御するプログラムを組む。 

 

３ 本時の展開 

分 ■学習活動 
◯指導上の留意点 □教科評価 

▲プログラミング評価 
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■前時までの振り返りをする。 

・電気は、熱、音、光、運動など様々なものに変えられ

て使われていることを確認する。 

・手回し発電で作った電気はすぐに使い切ってしまうこ

とを思い出す。 

・作成したフローチャートを振り返り、確認をする。 

 

■本時の課題をつかむ。 

 

 

 

■照明の点灯プログラムを作る。 

・Aのスイッチを押したときに点灯、Bで消灯するプログ

ラムを作る。 

・暗ければ点灯し、明るければ消灯するプログラムを作

る。 

・さらに、「暗くて人がいるとき」や、「しばらく時間

がたつと消灯する」など、条件を考え、より効率的にエ

ネルギーを利用できるように工夫されたプログラムを作

る。 

◯ワークシートを使い、どうした

ら電気を節約できるか想起でき

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯プログラムすることに困ってい

る児童のために、サンプルプロ

グラミング集を用意しておく。 

◯試行錯誤を繰り返し、自分のプ

ログラミングを見直す機会を設

け、条件を追加したり設定を再

検討したりしてよいことを伝え

る。 

日常生活の中で、電気を効率的に使

う方法をプログラミングしよう。 
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・さらに工夫できる児童、グループは、電気を効率的に

使うための他のセンサーや機能を使ったプログラムを作

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発表をする。 

・電気を効率よく使うために、どのような条件を考え、

どんなプログラミングをしたのかを説明し、実際に動か

してみる。 

 

 

■まとめと振り返りをする。 

・プログラムを利用することで、電気を効率的に使うこ

とができることについて振り返る。 

 

◯基本的な動作をさせることに成

功したら、時間を考えたりセン

サーを追加したりして多様な動

作が可能であることを確かめさ

せる。 

▲照明の点灯・消灯を明るさや人

勧センサーを用いて制御するプ

ログラムを組むことができる。 

（ 成 果

物） 

〇電気を効率的に使う、という視

点を大切にして、それが実現で

きているかを考えて発表をした

り、聞いたりするよう声をかけ

る。 

 

〇プログラムの組み方と点灯の仕

方の関係について考えたり、電

気を効率的に使うためにもっと

便利になるようにする方法を考

えたりするように助言する。 

□身の回りには、電気のはたらき

を目的に合わせて制御したり、

電気を効率的に利用したりして

いるものがあることを捉え、電

気の効率的な使い方について日

常生活に活用しようとしてい

る。 

            （発

言、ワークシート） 

 


